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我扶力,乏舎的 “悲居J作品"的代表作是 《路耽祥子》(1936)、男外可以称l故 “悲居J作品"的透





















































































































































































































































































































































































































































































































































思われる。     、
○ 〈「私」に似た男との結婚〉
「私」が南洋に行った後,母親が死に比較的自
由になった。その際に彼女を追いかける男性が
出現し,容貌が「私」に似ているということ,あ
るいはさらに肉体的な欲求で,その人物の「愛」
を受け入れた。その結果どのようになったのか
が,次である。
彼女は一人の青年の愛を受け入れた。彼が
私にそっくりだったからだ。彼はとっても彼
女を愛した。が,私を忘れられなかった。肉
体の結合は愛の満足ではなく,そっくりの容
貌で愛の真の姿を代用することは出来なかっ
た。彼は疑った。彼女は自分の心が南洋にあ
ることを認めた。彼らぶたりの関係は切れて
しまった。(19
外見は「私」にそっくりであるから,「私」以
外という点では,最も「私」に近い人物という
ことになる。だからその青年の愛を受け入れ,
「彼女」も「私」を愛するのと同じようにその青
年を愛しようとしたのである。だが,それはで
きなかった。「彼女」が「私」が忘れることがで
きなかったからである。依然として「私」の方
を愛していたからである。
このことを青年に「疑われた」のだ。そして,
おそらく問いつめられたのであろう。その結果,
「彼女」の「愛」の心がその青年にないことを告
白して,二人の関係は切れたのである。
ただ,ここで確認しておきたいことがある。そ
れは,何故「彼女の心が南洋にある」を疑われ
るに至ったかということと,二人の関係をどち
らが切ったのかということである。これはある
意味では自明のことであり,また作品にも特に
何も書かれてはいないが, とくにこの作品の理
解には重要であると考える。
この作品の時代背景である民国,しかも五四
運動以前においては,女性側からすれば,多く
の人がそうであったように,たとえ愛してはい
なくとも嫁いで行った先の男性と何事もなく一
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緒に暮らして行くことが一番良い選択であろう
と思われる。ともあれ離婚は当時にあっては女
性の生存にも関わるものであると考えられる。
だからその青年が「疑った」という一文もな
にげなく書かれているが,時代,社会背景を考
えれば,そのように疑われるのはかなり恐ろし
いことなのである。
ではどのようにして疑われるようなことに
なったのか。それは青年でなく他の人を愛して
いるとその青年に感じさせるものが「彼女」に
あり,それが「彼女」から知らず知らずに出て
しまったと考えるべきだろう。決して「彼女」は
故意に「疑われる」ようなことをしたとは考え
られないのである。
青年は「彼女」に問いただした。そこで「彼
女」は告白し,その青年の方が別れ話を持ち出
し,「彼女」との関係を切ったと思われる。やや
極端に言えば,「彼女」は自分から決して別れる
つもりはなかったのだが,その青年に捨てられ
てしまったと見る方が当たっているであろう。
当時の多くの女性がそうであったように, も
し結婚した男性と何事もなく生活をしていくこ
とができるというのを普通の女性の一番の「幸
せ」と考えるならば,「彼女」はその「幸せ」を
逃したということになるのである。その「幸せ」
の邪魔をしたのが,実は「私」を忘れられない
という心である。この作品では, この,当時の
女性の普通の「幸せ」と,「彼女」の「私」を忘
れられない「心」との関係も押さえておく必要
があると考える。この関係は次のエピソードで
さらに明らかになる。
○ 〈金持ちの御曹子との結婚生活〉
ちょうどこのようなとき,父親が財産を全部
無 くしてしまい,さらにアヘンに手を出してし
まう。だからお金のために自分の身を売るよう
な形で裕福な家の御曹子 と結婚する。
「私は愛を心の中に仕舞いこんで,」 彼女は
言った,「肉体で稼いだご飯でそれを養ってい
ました。肉体が死んでしまったら,愛は存在
しなくなってしまうということを深く恐れて
いました。でもそれは間違っていました。先
にこんな話をするのを止めましょう。彼は
とっても焼き餅を焼きました。いつも私に
くっついていました。何をするにしてもです。
どこに行 くにも, 彼はいつも後に付いてきま
した。彼は私の破綻を探し出すことは出来ま
せんでしたが,私が彼を愛してないというこ
とには気づきました。段々と,嫌いそれから
人前で私を罵るようになってき,甚だしきに
到っては私を殴るようになりました。彼は強
引に,私が心の中に別の人がいるという事を
認めない訳にはいかないふうにしました。我
慢しても我慢しきれず, ご飯の問題も顧みる
ことは出来ませんでした。彼は一枚の着物も
あたえず,私を追い出しました。」(19
このエピソードも基本的には,「私」にそっく
りな青年との結婚のエピソードと同じ展開であ
ると考える。この場合,確かに金のために結婚
したのであり,「愛」とは関係ないようだが,実
は金持ちの御曹子との結婚にも「彼女」の「私」
に対する「愛」の心が絡んでいると考える。
まず,「私」にそつくりの青年との結婚のエピ
ソードと違うのは, この結婚には生活がかかつ
ており,自分から別れることは絶対にないとい
うことである。次に,そのためには「彼女」が
「私」を愛しているということを絶対に知られて
はいけないという点である。このように「不ム」に
そっくりな青年との結婚の場合にはエピソード
の背後に潜んでいたものが,この場合にはむし
ろ鮮明に前面に持ち出されているのである。
まず,「彼は私の破綻を探し出すことは出来ま
せんでしたが,私が彼を愛してないということ
には気づきました」に注目したい。ここで「破
綻」と言つているのは,「彼女」が他の男性と密
会とか,交際をしている証拠のことであり,金
持ちの御曹子はそのようなことを疑い,その現
場を見つけ出そうとしているのである。確かに
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金持ちの御曹子には嫉妬深いという人格的な欠
点はあるが, このような行為をさせるのは「彼
女」にも金持ちの御曹子にそうさせるものが
あったということにならないだろうか。もちろ
んこの場合,「彼女」が故意にそうさせるように
したとは考えにくい。彼女自身は隠そうとした
のだが,いつの間にか「彼女」からそうさせる
ものが出てしまったと考えた方が自然である。
もしも「彼女」が「私」に対する「愛」を完
全に捨てることができさえすれば,或いは最初
から「私」に対する「愛」そのものがなければ,
金持ちの御曹子の世話を受けられただろうし,
そうなれば少なくとも金のためにあくせくする
ことだけからは免れたかもしれない。しかし,そ
れができなかったのである。金持ちの御曹子は
罵り,殴り,無理矢理自白させ, とうとう「一
枚の着物もくれず」に「彼女」を「追い出した」
のである。
ここにきて明らかになったことがある。
「彼女」は相手の男性に対する「愛」は無いけ
れど,その男性と一緒に暮らしていこうと思っ
ている。否,そうしなければならないと決心し
ている。しかし,「私」を余りに深く愛している
が故に,「彼女」が一緒に暮らそうとしている男
性の目の前に「彼女」自らの意志でコントロー
ルできない「私」に対する「愛」が知らず知ら
ずのうちに出てしまう。これに相手の男性が気
づいてしまうのである。こうなれば相手の男性
は「彼女」を問いつめる。こうして「彼女」は
こらえきれず,その事実を認めてしまうことに
なる。「私」以外の男性との結婚の破局はこのよ
うにして起こっている。
この場合, もし「結婚生活」を続けていきた
い立場に立つなら,まさに「愛」が「結婚生活」
を阻む,或いは壊すという関係になっていると
いえる。その時には,その「愛」は負担であり,
重荷になってくるばかりか,時には邪魔なので
ある。だけれども,その「愛」は消えてくれな
いし,自らの意志でコントロールもできない。だ
から,結局「彼女」は「私」以外の, どの男性
とも永遠に結婚できないことになる。ここに,生
活のために「彼女」が娼婦に落ちて行かざるを
得ない理由が見えるのである。
そしてまた,「彼女」が「愛」によってこのよ
うな状態になっていることが分かれば,「禾ム」が
長い間南洋にいて,帰って来ないというのが,
「彼女」にとってどれほど大きなダメージであっ
たか,はっきり認識できるのではないか。
こういったところが,冒頭に述べた,「二人が
愛し合っていたからこそ“彼女"は娼婦になら
ざるを得なかった」ということなのである。
○ 〈娼婦への転落〉
御曹子からは追い出されたのだけれど,父親
は相変わらず,アヘンを買うお金を要求する。と
うとう「彼女」は娼婦になった。娼婦というの
は,「愛」という感情を介在させない肉体だけの
男女関係,それを商売にするものであると言う
こともできよう。
男女の関係の中に「愛」が介在しなければ,そ
の男性との間に「私」への「愛」が立ち現れ,邪
魔をすることはない。寧ろ誰に向かって「私」へ
の「愛」のことを言っても平気であり,公言し
ても問題ないのである。皮肉なことに人からは
後ろ指をさされる娼婦になった途端,その呪縛
から解き放たれるのである。
しかし, この商売は余りに過酷で,不自然で
ある。「彼女」は肉体がボロボロになり,精神は
荒んでいってしまう。
「私」が南洋から帰ってきたのは,まさにこの
頃なのである。
○ 〈自殺の告白〉
「私」の回想では,彼女の死は堕胎の失敗に
よって死んだことになっていた。ところがこの
第四段では「彼女」の口から,実は彼女の死は
自殺であったという衝撃的な事実の告白が行わ
れる。ここにも「愛」が関わっている。
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「私は自殺しました。」
「なんだって?」
「私は自殺したのです。私の命運はただあな
たの心の中に住むことができるだけですし,
一首の詩の中に生き続けることができるだけ
なのです。生と死に何の区別がありましょ
う?堕胎の時,自分で手を下したのです。あ
なたが私の側 |こいれば,私はもう笑う術がな
いのです。笑わなかったら, どうやってお金
を稼げば良いのでしょう?ただ一筋の道があ
るだけです。死という名の。あなたは帰つて
くるのが遅かった。私がもうちょっとでも死
に遅れると,あなたの心の中に住む希望さえ
もなくなってしまいます。」●0
「彼女」の自殺はやはり「私」を愛しているか
らこそ行われたものであるということができ
る。自殺することで「私」の心の中に生き続け
たいというのである。
しかし,「彼女」の,死ぬことで「私」の心の
中で永遠に生き続けたいという願いは達成され
てない。以下が「愛」の物語の最後にある会話
である。
「でも僕はあの足を覚えてる。ちょっと見せ
てくれないか?」彼女は笑って,首を横に振っ
た。
私は意地を張つた。彼女の足を握り,靴下
を引き下ろした。すると,肉のない白い,足
の骨が現れた。
「行つてしまいなさい !」 彼女は私を押し
た。これからあなたと私は三度と会うことは
ないわ !私はあなたの心の中に住みたかっ
た。でも今はもう駄目になってしまった。私
はあなたの心の中で永遠に青春でありたかっ
たのに 1」91)
靴下を脱がすというのは,ほとんど肉体的な
交渉に近い意味合いを持つもののようであ
る。り。だから,本文にある「『彼女』の足を握り,
靴下を引き下ろす」行為に及ぶということは
「私」がほとんど肉体的なものを要求しているこ
とになるのではないか。この行為に「彼女」は
激怒し決別したのである。
「彼女」は「私」を愛しているからこそ自殺し
た。しかし「彼女」のこの考え方にも問題はあっ
た。「彼女」は死んだのだから,「私」の心の中
でしか生きられない。だから,「私」も「彼女」
が,いの中にいることで満足する必要があったの
である。それにもかかわらず「私」はそれに満
足せず,「彼女」に肉体的なものを求めてしまっ
たのである。
ただ,ここでの幾らか唐突な「私」の荒々し
い行為は,第二段での,「彼女」を気遣う「私」
のイメージとずれるようにも思う。このような
ずれに,作者の,一方にある,安易に自殺によっ
て目的を達することを肯定することはできない
という意志や,「愛」が精神的な結びつきに終わ
ることに対するかすかな疑いが読みとれるので
はないか。まさにこのような曲折に富む展開の
部分が老舎の作品にある種の深みを与えている
と考えられるのである。
結
第二段の「「私」の回想」と第四段の「「彼女」
の陳述と訴え」という部分の「私」と「彼女」の
「愛」に関わるところを中心に考察した。
第二段と第四段は「私」や「彼女」の心の中
に「愛」があるが故に却って二人が不幸になっ
ていくという「悲劇」になっている点では一貫
している。だが,その「愛」の不幸への関わり
方という点では微妙に異なる。
第二段では二人の「愛」がお互いを徐々に遠
ざける方向に作用している。「愛」は本来二人が
結ばれる方向に働くものである。にもかかわら
ず,結ばれないのは,その「愛」をねじ曲げる
ものがその社会に存在していて,結ばれたいと
願う二人の間を引き離すようにしてしまうから
である。愛していればいるほど,相手を気遣い,
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気遣えば気遣うほど二人は遠ざかっていくこと
になる。「愛」から生まれた優しさ,思いやりと
いったものが,逆に二人を不幸にするのである。
そして,その二人の「愛」をねじ曲げるものは
当時の中国にあった社会通念,伝統的思想とい
われるものであるということができるだろう。
第四段では「彼女」だけの悲劇が中心になる。
ここでの「彼女」の「私」に対する「愛」は「彼
女」の「私」以外の男性との結婚生活を壊す方
向に作用する。ある人を本当に愛してしまえば,
愛してない他の男性と結婚生活を送ることはで
きないのである。そして, この際の他の男性と
の結婚生活の破壊は,寧ろ「彼女」自身の意志
によるものではなく,いわば自分ではコント
ロールできない,月」の生き物のような存在であ
る「愛」の意志によるものであると考えるべき
であると思う。
当時の中国社会にあって女性一人で生きてい
くことは極めて困難であろうし,だとすれば愛
してない男性であっても,その男性と一緒に生
活していくことが最低限の「幸せ」であり,そ
の女性もそれを望んでいるのであれば,この時
の「愛」と「不幸」の関係は,その女性の「幸
せ」を「愛」が阻んでいると言うこともできる
のではないか。第四段で作者はこのような「愛」
の微妙な一面を描き出しているのである。
特に第四段のような「愛」を使った作品の展
開の仕方は,ほぼ同じ時期の短編小説『大悲寺
外』『歪毛児』のス トー リーの展開の仕方に類似
していると思われる。99また,この種の「愛」の
表現の仕方も中国の現代文学にあっては独特の
ようにも見える。このような点やこの作品で考
え残した部分をさらに同時代の悲劇の作品,或
いは以後の悲劇の作品と比較しながら考えてみ
たいと思う。(完)
【注】
テキストは『老舎全集 8』 (人民文学出版社・一九九
九年)に収められている F微神』を使った。従ってこ
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(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)
(10)
(11)
(12)
(13)
(14)
(15)
(16)
(17)
(18)
(19)
(20)
(21)
(22)
こに記載するテキストの頁は『全集』のものである。
なお翻訳は竹中伸訳「幻影―― 微神――」 (『老舎
小説全集六,老舎自選短編小説選』所収,一九八一年
十二月。学習研究社),池沢実芳訳「花影」(福島大学
経済学会商学論集。第六〇巻第二号,一九九一年一一
月),石田達系雄訳「幻影」(『老舎のロマン』学ぶ会ブッ
クレットNOl所収,一九九五年一〇月一日。文芸タ
イムス社)があり,また教科書として編集されたもの
であるが,相原茂編注『微神』(一九八六年四月,朝日
出版)もある。さらに,筆者は見ていないが,池沢氏
の「花影」の付記には一九五五年 F北大中国文学』第
五号掲載の無署名訳「微神」があるという。これらを
参照させていただいた。
(1)老舎作品の「幽黙」評価の歴史について拙稿「各
種の老舎論――「ユーモア」評価をめぐって
一―」 (『集刊東洋学』六〇号・一九八八年。一
二六～一三三頁)で論じたことがある。
(2)拙稿の「老舎『老張的哲学』私論」 (『集刊東洋
学』五七号・一九八七年・
(3)
「老舎『趙子日』試論」(八戸工業大学紀要第九
巻。一九九〇年・―八七～一九七),拙稿「老舎
F離婚』試論」(八戸工業大学紀要第一四巻。一
九九五年。一八七～一九九貢),「老舎 F牛天賜
伝』試論」(八戸工業大学紀要第一七巻・一九九
八年・三七八～二八八頁)の「幽黙」に関わる
部分でこの点について述べた。
伊藤敬―「《微神》与老舎的文学」東京大学教養
学部外国語学科紀要(昭和62年3月23日)。こ
の論文は中国語で書かれている。したがってこ
の引用文の日本語は筆者の翻訳によるもので
ある。
同上
同上
『微神』63頁。
同上
同 (3)
「微神』56頁。
同上
『微神雪57頁
同上
同上
『微神』58頁
「微神』59頁
『微神」60頁
同上
同上
『微神』61頁
『微神』62頁
同上
この解釈に関しては,1994年,早稲田大学で行
われた老舎研究会で口頭発表したとき,この点
について言及したところ,数人の方に,この種
の解釈があることの指摘を受けたことがある。
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(23)藤井栄三郎先生の「老舎研究会」での口頭発表
だったと思うが,F大悲寺外』『歪毛児』におい
て主人公が,やはりしだいしだいに悲惨な状態. においていくのだが,その悲惨への落て行く,
墜ちて行き方について言及されたことがある。
幾らか詔臆違いもあるかもしれないが,主人公
の心の中に,いわばキリスト教でいう「原罪」の
ようなものを主人公が背負っており,それがた
めに悲惨に墜ちてゆくのだ,いわれたような気
がする。老舎は一時キリスト教徒であったこと
は,現在ではよく知られている。特に『微神」の
第四段の「愛」も何かそういったところに近い
捉え方であるようにも思える。もっと考えてみ
たい。
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